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タイトル「そやとこと！」の由来
相手の話に、「そう、そのとおり」と、同感の気持
ちをもって受け答えするときのことばや態度です。
お互いに思いやりをもって、交流を深めたい。
そんな願いを込めてサブタイトルにしました。

ミコト君
［古代バージョン］

友好の桜　花ひらく
（姉妹都市群馬県藤岡市から贈られた冬桜：唐戸山）
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　新年明けましておめでとうございます。市民の皆さ
まには、健やかに新しい年を迎えられたこととお喜び
申し上げます。
　昨年は、3月に能登半島地震の大きな被害に見舞わ
れました。早急な災害復旧、復興のほか、風評被害の
払
ふっ

拭
しょく

に官民挙げて全力で取り組んでいるところであり
ます。
　さて、昨今の地方を取り巻く環境は、三位一体改革、
地方分権推進のなか、財政基盤の脆

ぜい

弱
じゃく

な自治体におい
ては、大変厳しい状況が続いております。このような
なか、山彦計画として取り組んでまいりました神子原
農産物直売所も昨年７月にオープンし、これまで順調
な滑り出しをみせております。また、国道159号羽咋
道路などを整備することにより、地域の活性化、定住
人口の拡大を図ります。新たな企業進出では、大型ベ
アリング旋

せん

削
さく

加工の新工場も竣工するなど、雇用の原
動力として大きな手応えを感じております。
　さらに、本市の大きな観光資源である千里浜海岸の
侵食問題についても、﹁なぎさ国際シンポジウム﹂など
を開催しながら、国、県、市を挙げて全力で復元に向
け取り組み、一定の方向性が見えてきております。羽
咋にあるものを生かし、羽咋らしさで、若者が定着す
る街の実現に向け全力を傾注してまいる所存でありま
す。
　本年は、市制施行50年の節目の年であり、新たな
スタ－トを切ります。夢と希望に満ちあふれた素晴ら
しい年になりますようお祈り申し上げ、新年のごあい
さつといたします。

　新年明けましておめでとうございます。羽咋市議会
を代表いたしまして、皆さま方に新年のごあいさつを
申し上げます。
　昨年は、3月25日に能登半島地震が発生し、能登地
域に甚大な被害をもたらしました。大変な被災状況で
したが、どうにか復興にこぎつけてきているところで
あります。
　さて、地方行政は、地方交付税や国庫補助金の大幅
な削減により財政が圧迫され、自主財源の乏しい我々
小規模自治体にあっては、大変苦しい状況に追い込ま
れております。
　羽咋市は、この苦しい財政状況を、近年にない困難
なやり繰りをして、乗り切っていかなければなりませ
ん。
　また、市政の活性化を図るためには、国道159号羽
咋道路など幹線道路網の整備を進め、交流人口の拡大
につなげていかねばなりませんし、羽咋市の大切な財
産であり、貴重な観光資源である千里浜海岸の早急な
保全にも努めなければなりません。
　少子高齢化が進み、福祉や教育など、取り組まねば
ならない課題も数多いなかで、市民の皆さまの要望や
要請を真

しん

摯
し

に受け止め、優先度、重要度を見極めなが
ら、市政の発展を図っていかなければならないと考え
ております。
　どうか、旧年にも増してのご支援、ご協力を賜りま
すようお願い申し上げ、皆さま方に幸せ多き年となり
ますことをお祈り申し上げます。

　若者の定着目指して
　　　　　　　　　企業誘致を推進

　道路整備など進め
　　　　　　　　　交流人口拡大を

羽咋市長

橋中義憲
羽咋市議会議長

川口正雄
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し
い
な
ぎ
さ
を
後
世
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国
代
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が
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宣
言

　11月17日、世界に３か所しかない普通の
車が直接砂浜を走行できる海岸（アメリカ・
デイトナビーチ、ニュージーランド・ワイ
タレレビーチ、千里浜海岸）の関係者によ
る ﹁なぎさ国際シンポジウム﹂がコスモア
イル羽咋で開催されました。
　会場には、地元をはじめ県内外から1,100
人余りが詰めかけ、３海岸の保全と利活用
の現状や意見交換に耳を傾けました。
　千里浜海岸の報告では、近年の深刻な侵
食問題を取り上げるとともに、この夏に海
岸保全の意識を高めることを目指して行っ
た ﹁一

ひと

人
り

一
ひと

砂
すな

運動﹂を紹介し、地元はもと
より県や国を挙げた保全活動の重要性を訴
えました。　

　11月24日、﹁妙成寺五重塔の国宝指定に向けてのシンポジウ
ム﹂がコスモアイル羽咋で開かれ、国宝昇格に向けた熱心な討
論が交わされました。
　基調講演では、櫻井敏雄・近畿大学教授が ﹁妙成寺は五重塔
を中心に建てられているのが珍しい﹂と伽

が

藍
らん

配置の特徴を説明。
シンポジウムでは、東

ひがしよつやなぎ

四柳史
明・金沢学院大学教授が進行
役となりパネルディスカッ
ションが行われ、妙成寺が加
賀藩主・前田家との関係が深
いことや長年の風雪に耐えた
建造物であることなどの意見
が出され、集まった歴史愛好
家など約120人はあらためて
文化財的価値を認識しました。

妙
成
寺
五
重
塔

　
　
　

国
宝
昇
格
へ
熱
い
討
論

▲パネルディスカッションに聞き入る参加者 ▲妙成寺の建築について話す櫻井教授

▲シンポジウム開催に先立ち紹介された、福田内閣総理大
臣からの激励メッセージ

▲満席となった会場 ▲千里浜海岸の現状を説明する橋中市長 ▲署名した共同宣言を交換する3か国の代表者

　羽咋市の重要な観光資源であり、また
シンボルでもある千里浜海岸と妙成寺。
しかし一方で、千里浜海岸は侵食による
海岸線の後退、妙成寺には五重塔の国宝
昇格という問題や課題を抱えています。
　それらの解決に向けてのシンポジウム
が、11月に相次いで開催されました。

千里浜海岸・妙成寺五重塔
課題解決に向け
シンポジウム開催



羽咋市の進む道
今月の特集：﹁市長と語る地区懇談会﹂から

羽咋市の進む道
　11月８日から12月１日にか
けて、市内11公民館で﹁市長
と語る地区懇談会﹂を開催し
ました。
　昨年に引き続いての開催で
したが、市の厳しい財政状況
を市民の皆さんに説明してご
理解・ご協力をお願いすると
ともに、地域の現状や課題を
お聞きしました。
　皆さんからいただいたご意
見など生の声を、これからの
市政に反映させていきます。

①市が自由に使える収入が減りました
　市税や国からの地方交付税・地
方譲与税などは、特定の使用目的
に縛られず、市が自由に使える収
入です。平成16年度には75億円で
あったのが、平成19年度は66億円
と、ここ３年間で９億円減りました。
（グラフ 1）
　これは、三位一体改革などの国
の構造改革の影響によります。こ
れに伴い、支出も平成16年度には
107億円であったのが、平成19年
度で93億円（見込み）にまで減っ
ています。さらに平成20年度以降
は83 ～ 85億円程度に縮減する必
要があります。

②基金（貯金）がなくなります
　主な基金として、財源不足を補
う財政調整基金、借金の返済のた
めの減債基金、退職金の支払のた

めの退職手当基金などがあります。
　その残高は、平成16年度末には
12億３千万円あったのが、平成19
年度末で３億６千万円まで落ち込
み、平成20年度には底をついてし
まう状況です。（グラフ 2）
　これまで収入が減った分を基金
の取り崩しで補ってきたため、基
金残高が減りました。

③多くの借金が残っています
　借金の残高は、平成16年度に一
般会計と特別会計を合わせて300
億円であったのが、平成19年度で
306億円、平成20年度には298億円
と若干減ると見込んでいますが、
依然として多額の借金があります。
　今後、一般会計の借金は減少し
ていく見込みですが、下水道事業
などの特別会計の借金が増加傾向
にあります。（グラフ 3）

④職員数が６年間で72人減ります
　市の職員数（一般会計分のみ）
は、平成14年度に269人だったの
が、平成19年度は216人、平成20
年度には197人にまで減少すると
見込んでおり、この６年間で72人
減ることになります。（グラフ 4）
　団塊世代の職員が平成20年３月
に多く退職するためで、多くの退
職金が必要となる一方、今後の職
員の人件費が減ります。

　羽咋市の財政としては、国の補
助金や交付税などの歳入が予想以
上に減少したため、基金（貯金）
を取り崩して予算を編成していま
す。しかし、その基金も平成20年
には底をついてしまう厳しい状況
となっており、今後は、歳入に見
合った歳出となるよう、歳出の削
減を図っていく必要があります。

羽咋市の財政状況

グラフ 1 グラフ 2 グラフ 3
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まちづくりへのご意見・ご要望をお寄せください。
　■ ﹁市長への声のはがき﹂または手紙・はがきの場合の住所
　　〒925-8501　羽咋市旭町ア 200番地　羽咋市役所・総務課
　■電話の場合　市企画財政課（☎22・7192）または市総務課・広報情報管理係（☎22・7161）
　■メールの場合　post@city.hakui.ishikawa.jp

　このような財政状況のもと、市
ではいろいろな行財政改革に取り
組んできましたが、市民の視点か
らの改革も必要と考え、今年5月
に立ち上げた市民行財政改革委員
会の皆さんに協議を重ねていただ
き、事務事業の見直しや行財政改
革への取り組みについての提言を
いただきました。（提言内容につい
ては、広報はくい12月号をご覧く
ださい。）
　市では、委員会からの提言を十
分に尊重し、全庁的に検討しなが
ら、できるものから順次取り組ん
でいきます。

＜若者の定住＞
　若者が定住するには雇用の場が
必要であり、これまで企業の誘致
を進めてきました。その結果、三
ツ屋町にベアリング製造会社の栗
田ＨＴ㈱、㈱ＮＴＮ羽咋製作所が
進出したほか、新保工業団地には
製麺会社の㈱サンサスが進出を予
定しており、今後も新たな企業の
進出に向けて働きかけていきます。

＜交流人口の拡大＞
　市への交流人口を増やすため、
国道159号・415号バイパスなどの
道路整備を国・県に要望してきま
した。
　徐々に整備されつつあります
が、今後も市の負担が伴わないよ
うな事業を推進していきます。

＜地域の活性化＞
　神子原ブランド米など山彦計画
による中山間地域の活性化を図る
一方、民間レベルでも妙成寺五重
塔の国宝化へ向けた運動が高まる
など、地域におけるまちづくり活
動が活発化し元気が出てきていま
す。

市民の視点で行財政改革への
提言

﹁元気な羽咋市﹂に向けての
取り組み

▲ＮＴＮ羽咋製作所（三ツ屋町）

Ｑ Ａ＆ 地区懇談会での

羽咋市の進む道羽咋市の進む道

グラフ 4
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質疑応答から

　　市税の滞納対策として、一部の
行政サービスのストップやコンビニ
での納付、インターネットによる差
押物件の公売、債権管理会社による
電話催告などを行えばどうか。

　　税務課・総合窓口課が協力して
夜間や休日に滞納整理を行ってお
り、特に５月・８月・12月・３月
を収納月間として集中的に実施して
いる。
　また、県の収納職員にも同行して
もらうなどの連携も図っており、ご
指摘の対策も検討していく。

　　公民館の指定管理者はどのよう
にするのか。

　　公民館の運営管理は地元で行う
のがベストであり、町会やまちづく
り協議会にお願いしたい。
　平成21年度からの導入に向け
て、今後1年余りをかけて地元と相
談していきたい。

　　下水道事業は今後合併浄化槽で
行うと聞いたが、その内容を教えて
ほしい。

　　下水道事業について、国が平成
15年に見直しを行い、従来の管渠
方式に加えて合併浄化槽設置も補助
の対象とした。羽咋市全域の下水道
整備が終了するのは平成42年と見
込んでおり、少しでも早い整備に向
けて合併浄化槽の設置を進めている。
　合併浄化槽にする場合、5人槽で
20万円の分担金となり、敷地内に
布設してもらう。料金は、これまで
の下水道料金と同額で、保守点検な
どの維持管理は市が行う。今後地元
説明会を開催して、地域住民の理解
を得ていく。

　　中学校が老朽化しているが、統
合問題はどうなっているのか。

　　羽咋中学校は、建築後約50年
を経過しており、毎年改修している
が、根本的な改修が必要である。
　生徒数も減少しており、羽咋中・
邑知中合わせても700人に満たな
い。今すぐに統合などの方向性は出
せないが、今後第２次の広域合併を
進めるなかで、適正規模の学校整備
について慎重に協議していく。





























 














